
    

 

 

 

 

季節の移ろい 

残暑が厳しいと感じる日もあれば、少し肌寒く 

感じる日もあり、朝夕はめっきり秋の雰囲気になっています。 

先日、芝生の養生作業を行っている中で、1か月前はまだまだ

“夏”“太陽”と言う感じでしたが、赤とんぼがたくさん飛んで

いる様子を見ながら、季節の移ろいを感じていました。 

秋といえば、食欲・スポーツ・芸術・読書・紅葉・旅行・行楽・

音楽・実り・味覚・勉強…（秋といえばランキング調べ）と秋に

は色々ありますが、紅葉と実り以外はオールシーズンあてはまり

そうです😄 

例えば「食欲の秋」。元気であれば食欲は 1年間を通じてあるよ

うな気がしますが、秋になると日照時間が短くなり、心身が安定

すると言われている「セロトニン」という物質の分泌が脳内で減

るため、たくさん食べて補っていると言われています。 

また、気温が下がりはじめると基礎代謝が上がるため、寒い冬に

備えてカロリーを蓄えておこうと身体が準備するそうです。 

では「読書の秋」はなぜ秋なのでしょう？ 

むかしむかしの唐の時代に、詩人・韓愈（かんゆ）が詠んだ「燈

火稍可親（涼しく爽やかな秋の夜長は、灯火のそばで読書をする

のに適している）」という詩から生まれたと言われています。 

この詩を夏目漱石が小説「三四郎」で取り上げたことから、「読

書の秋」が広まっていったとのことです。（諸説あり） 

おまけで、「スポーツの秋」というフレーズが一般化したのは、

1964年の東京オリンピックが 10月 10日に開会式を行ったこと

がきっかけで、“体育の日（現スポーツの日）”(10月の第 2月

曜日)も、それを記念したものです。しかし、今回の 2021年東京

オリンピックは夏の開催でした。それはなぜなのでしょうか？ 

というように、何気ない、いつもは何となくでも大丈夫な物事に

も何かしら理由や由来が存在するようです。そんな「なぜ？」に

迫ろうとする『学びに向かう姿勢』＝『主体的に学習に取り組む

態度』（inのびゆくこども）を、東丘の子どもたちにはどんどん

身につけていって欲しい！と、後期の学びにも期待しながら一人

ひとりの頑張りを見守っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月の主な予定】 

校外学習：【５年】４日（金） 【３年】１０日（木） 【１年】１１日（金）  

【６年】１４日（月） １７・18日（木・金）人権参観・学級懇談 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(9/30現在) 100 109 127 86 106 82 610 

1 土  

2 日  

3 月  

4 火 オンライン双方向配信試行①（1年生） 

5 水 委員会④（運動会用） 

6 木 オンライン双方向配信試行②（1年生） 

7 金  

8 土  

9 日  

10 月  

11 火 運動会リハーサル① 

12 水 全校朝会 

13 木  

14 金 運動会リハーサル②  運動会前日準備（6年：５・６限） 

15 土 第 57回 運動会 

16 日  

17 月  

18 火 運動会予備日 

19 水 代休 

20 木  

21 金 誕生学（3年） 

22 土  

23 日  

24 月 消防署見学①（3年） 

25 火 校外学習（4年） 

26 水 4時間授業（13：20下校予定）←八中オープンスクール 

27 木 不審者対応訓練 

28 金 合同あいさつ運動 消防署見学②（3年） 防災出前授業（4年） 

29 土  

30 日  

31 月 性教育（5年） 

東丘小だより 
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校長 河田 法士  

１０月の行事予定 

 
※新型コロナの感染状況により、予定が変更となる場合がございます。 

２０２２年度版の運動会に向けて 

どの時間も運動会の音楽が聴こえてきて、運動場や 

体育館には、どの学年も本番に向けて練習に励む姿があります。 

もし 2019年を 100とするなら、まだ制限がかかる中で完全復元と

はいえずの 60～70ぐらい？と感じるところは正直あります。逆に、

With コロナの中で言えば、実は今年度の実施のものがこれからの

ニュースタンダードになっているのではないかとも思います。 

しかし、コロナ禍でも変わることなく 100、いや 120以上のものが

あります。それは言わずもがなの『子どもたちの競技・演技に取り

組む姿』です。保護者のみなさまにおかれましても、お時間の許す

限り観覧いただき、当日の競技・演技はもちろん、当日に向かって

いく道のり部分も会話のタネにしていただければと思います。 

（聞いてもなかなか言ってくれない可能性もありますが…） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『のびゆくこども』について 

本日配付の『のびゆくこども』は、前期・後期制になって２年目を

迎えました。おかげさまで、予定通り前期は９月末に渡すことがで

きました。後期は１０月からスタートと、少しはわかりやすく区切

りがついたという感じがします。 

さて、『のびゆくこども』の結果や如何に…というところですが、 

「よっしゃー！」「まぁこんなもんかな。」「あれ？もう少しよかっ

たはずなのに…」「(/ω＼)」子どもたちの受け取りはどんな感じだ

ったでしょうか？ 

評価は現時点でのものですが、“のびゆく”の名の通り、これから

の“伸びしろ”に期待したものでもあります。 

苦手なところやうまくいかなかったことは、次に頑張ればいい。今

出来ている、頑張っているところはさらに伸ばしていってほしい。

そんな先生たちの思いや願いも込められています。 

同じ○の位置でも、その中には、『余裕でできている』のか『油断す

ると○が右に移動してしまうギリギリ』なのかという、一つの狭い

スペースの中にミエナイ大きな幅があります。逆にいえば、もう少

しで《もうすこし》ゾーンを脱出するものもあります。 

後期には、《よくできた》エリアは必ずキープし、《よろしい》《もう

少し》ゾーンは左枠を狙って頑張ってほしいと思います。 

ご家庭におかれましても、一緒にご覧になられる際には、期待を込

めた“叱咤”が多々あるかもしれませんが、“激励”を少し多めの

『のびゆく我が子』のイメージでお願いできれば幸いです。 

 


